
石
川
県
立
音
楽
堂
邦
楽
監
督
・
野
村
萬
斎
の
創
造
舞
台
第
２
弾

壱
太
郎
演
じ
る
ジ
プ
シ
ー
女〝
カ
ン
デ
ー
ラ
〞が
、

萬
斎
扮
す
る
亡
き
夫
の〝
亡
霊
〞に
つ
き
ま
と
わ
れ
る…

果
た
し
て
そ
の
結
末
は…

スペ
イ
ン・ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
の
伝
統
音
楽
と

日
本
の
能
狂
言
・
舞
踊
が
絡
み
合
う
！

石川県立音楽堂 コンサートホール
7,000円
6,000円
4,000円
2,500円

【チケット発売】
11月22日（水）10:00～
※ＯＥＫ定期会員・邦友会
　先行予約：11月21日（火）10:00～
※ＯＥＫ定期会員・邦友会
　ＳＳ席・S席各1000円割引
　A席500円割引
※〈U25〉25歳以下の方は
　50％offでご購入いただけます。
　（前日より予約可/空席がある
　場合に限る/要証明書類）
未就学児のご入場はご遠慮ください。
※託児ルームあります（有料 / TEL076-232-8111）
2/12(月祝)17:00までにお申し込みください。

【チケット取扱】
石川県立音楽堂チケットボックス　
TEL 076-232-8632
（窓口9:00～19:00 電話10:00～18:00）
チケットぴあ（Pコード 255-981）
ローソンチケット（Lコード 51935）
セブンチケット

（全席指定）

［木］
開演
開場）（

SS
S
A
B

Thursday 22 February 2024, 7pm
Ishikawa Ongakudo
Concert Hall 
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／
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第
１
部 

ト
ー
ク
〜
萬
斎
の
お
も
ちゃ
箱への
誘
い
〜

 

藤
倉
大 

箏
協
奏
曲（
箏 

Ｌ
Ｅ
Ｏ
）

第
2
部 

ファ
リ
ャ 

バレエ
音
楽「
恋
は
魔
術
師
」



主催：（公財）石川県音楽文化振興事業団　共催：北國新聞社、（一財）石川県芸術文化協会
助成：文化庁文化芸術振興費補助金 舞台芸術等総合支援事業
　　 （劇場・音楽堂等機能強化総合支援）｜独立行政法人日本芸術文化振興会

東広島公演 ···2024年3月2日（土）15:00  東広島芸術文化ホールくらら
鳥取公演 ·······2024年3月3日（日）15:00  とりぎん文化会館梨花ホール

【連携公演】

祖
父
・
故
六
世
野
村
万
蔵
及
び
父
・
野
村
万

作
に
師
事
。重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
者
。

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
卒
業
。「
狂
言
ご

ざ
る
乃
座
」
主
宰
。
各
分
野
で
非
凡
さ
を
発

揮
し
、狂
言
の
認
知
度
向
上
に
大
き
く
貢
献
。

現
代
に
生
き
る
狂
言
師
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る

活
動
を
通
し
狂
言
の
在
り
方
を
問
う
て
い

る
。
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
、
紀

伊
國
屋
演
劇
賞
、
芸
術
祭
優
秀
賞
、
読
売
演

劇
大
賞
最
優
秀
作
品
賞
な
ど
受
賞
多
数
。
東

京
藝
術
大
学
客
員
教
授
、
石
川
県
立
音
楽
堂

邦
楽
監
督
、
公
益
社
団
法
人
全
国
公
立
文
化

施
設
協
会
会
長
。

野
村
萬
斎

M
a
n

sa
i N

o
m

u
ra

演
出
・
出
演

１
９
９
０
年
生
ま
れ
、
東
京
都
出
身
。
中
村
鴈

治
郎
の
長
男
。
祖
父
は
四
世
坂
田
藤
十
郎
。
１

９
９
５
年
１
月
大
阪
中
座
『
嫗
山
姥
』
の
一
子

公
時
で
初
代
中
村
壱
太
郎
を
名
の
り
初
舞
台
。

２
０
１
４
年
９
月
日
本
舞
踊
の
吾
妻
流
七
代
目

家
元
吾
妻
徳
陽
を
襲
名
。
女
方
を
中
心
に
歌
舞

伎
の
舞
台
に
精
進
し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
に
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
る
。
２
０
１
６

年
8
月　

新
海
誠
監
督
作
品
、
映
画
「
君
の
名

は
。」
で
巫
女
の
奉
納
舞
を
創
作
。
２
０
２
０
年

７
月 

歌
舞
伎
と
ア
ー
ト
の
コ
ラ
ボ
か
ら
な
る
配

信
公
演
「
A
R
T
歌
舞
伎
」
を
上
演
。
２
０
２

１
年
６
月 

現
代
劇
「
夜
は
短
し
歩
け
よ
乙
女
」

先
輩
役
に
て
主
演
を
務
め
る
。

中
村
壱
太
郎

K
a
z
u

ta
ro

 N
a
k

a
m

u
ra

女
／
カン
デ
ー
ラ

尾
道
市
生
ま
れ
。
京
都
市
立
音
楽
高
等
学

校
、
東
京
藝
術
大
学
声
楽
科
卒
。
同
大
学

院
博
士
課
程
修
了
。
英
国
王
立
音
楽
院
オ

ペ
ラ
科
を
日
本
人
と
し
て
初
め
て
卒
業
。

平
和
堂
財
団
芸
術
奨
励
賞
、
コ
ン
セ
ー
ル
・

マ
ロ
ニ
エ
21
声
楽
部
門
第
１
位
、リ
チ
ャ
ー

ド
・
ル
イ
ス
・
ア
ワ
ー
ド
第
１
位
、
日
本

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
木
下
賞
、
英
国
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
２
０
２
１
第
１
位
等
多
く
の
受

賞
歴
を
持
ち
、
こ
れ
ま
で
に
マ
レ
ク
・
ヤ

ノ
フ
ス
キ
、山
田
和
樹
、N
H
K
交
響
楽
団
、

読
売
日
本
交
響
楽
団
、
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
等
と
著
名
な
指
揮
者
・

楽
団
と
共
演
。
２
０
２
０
年
１
月
よ
り
３

月
迄
、
ロ
ン
ド
ン
の
セ
イ
ン
ス
ベ
リ
ー
劇

場
、
ウ
ィ
グ
モ
ア
・
ホ
ー
ル
へ
連
続
出
演

し
て
高
い
評
価
を
得
る
。
現
在
、
最
も
注

目
さ
れ
る
歌
手
の
一
人
。

秋
本
悠
希

メ
ゾ・ソ
プ
ラ
ノ

Y
u

k
i A

k
im

o
to

東
京
都
出
身
。
日
本
舞
踊 

吾
妻
流 

師
範
。

2
歳
で
吾
妻
春
千
穂
に
師
事
し
、
6
歳
で

初
舞
台
。
16
歳
で
名
取
と
な
り
春
瑞
を
名

乗
る
。
2
0
1
6
年
松
尾
芸
能
振
興
財
団

「
女
性
に
よ
る
伝
統
芸
能
の
伝
承
」に
出
演
。

2
0
2
3
年
5
月
吾
妻
会 

ア
ヅ
マ
カ
ブ
キ

に
出
演
。
日
本
舞
踊
を
中
心
に
古
典
・
創

作
舞
踊
会
の
ほ
か
映
画
・
ド
ラ
マ
・
C
M

な
ど
幅
広
く
活
動
。

吾
妻
春
瑞

ジ
プシ
ー
女

H
a
ru

m
iz

u
 A

z
u

m
a

１
９
８
４
年
青
森
県
八
戸
市
生
ま
れ
。
3
歳
よ
り

ピ
ア
ノ
、
15
歳
よ
り
オ
ー
ボ
エ
を
学
び
、
16
歳
の

と
き
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
立
ク
ラ

ク
フ
交
響
楽
団
と
共
演
。
２
０
０
７
年
、
東
京
音

楽
大
学
指
揮
科
卒
業
。
指
揮
を
広
上
淳
一
、
汐
澤

安
彦
に
師
事
。
２
０
０
６
年
、
韓
国
で
行
わ
れ
た

ア
ジ
ア
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
て
指
揮
を
チ
ョ
ン
・
ミ
ョ
ン
フ
ン
に
師
事
。
２
０

０
９
年
、第
15
回
東
京
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
・

奨
励
賞
受
賞
。
こ
れ
ま
で
に
、
国
内
外
主
要
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
指
揮
を
務
め
る
。
２
０
０
８
〜
２
０
１
４

年
に
は
、
N
響
定
期
演
奏
会
に
て
シ
ャ
ル
ル
・
デ
ュ

ト
ワ
、
チ
ョ
ン
・
ミ
ョ
ン
フ
ン
、
フ
ァ
ビ
オ
・
ル
イ
ー

ジ
、
ト
ゥ
ガ
ン
・
ソ
ヒ
エ
フ
ら
の
も
と
で
合
唱
指
揮

を
務
め
、
公
演
を
成
功
に
導
く
。
２
０
１
１
年
〜
２

０
１
８
年
東
京
混
声
合
唱
団
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
。
２
０
２
２
年
９
月
よ
り
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
に
就
任
。

２
０
２
３
年
４
月
よ
り
東
京
音
楽
大
学
作
曲
指
揮

専
攻
（
指
揮
）
特
任
講
師
。

松
井
慶
太

指
揮

K
e
ita

 M
a
tsu

i

１
９
８
８
年
、
岩
城
宏
之
が
創
設
音
楽
監
督

（
永
久
名
誉
音
楽
監
督
）
を
務
め
、
多
く
の

外
国
人
を
含
む
40
名
か
ら
な
る
日
本
最
初
の

プ
ロ
の
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
石
川
県

と
金
沢
市
が
設
立
。
石
川
県
立
音
楽
堂
を
本

拠
地
と
し
、
年
間
約
１
０
０
公
演
を
行
っ
て

い
る
。
新
曲
初
演
に
積
極
的
に
取
り
組
む
一

方
、
育
成
・
普
及
活
動
に
も
力
を
注
ぐ
。
22

年
9
月
よ
り
広
上
淳
一
が
ア
ー
テ
ィ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
。

オ
ー
ケスト
ラ・

アン
サン
ブル
金
沢

管
弦
楽
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rc

h
e
stra

 E
n

se
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b
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a
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a
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a
w

a

１
９
９
９
年
生
。
野
村
萬
斎
の
長
男
。

祖
父
・
野
村
万
作
及
び
父
に
師
事
。

能
楽
協
会
会
員
。３
歳
の
時
に「
靭
猿
」

で
初
舞
台
。
２
０
１
７
年「
三
番
叟
」、

２
０
２
０
年
「
奈
須
与
市
語
」、
２
０

２
２
年
「
釣
狐
」
を
披
く
。
２
０
２

３
年
３
月
、
初
め
て
の
現
代
劇
出
演

と
な
る
舞
台
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」（
世
田

谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
）
で
タ
イ

ト
ル
ロ
ー
ル
を
務
め
る
。

野
村
裕
基

男
／
カルメ
ーロ

Y
u

k
i N

o
m

u
ra

１
９
９
８
年
生
ま
れ
。
カ
ー
テ
ィ
ス・パ
タ
ー

ソ
ン
、
沢
井
一
恵
の
両
氏
に
師
事
。
16
歳
で

く
ま
も
と
全
国
邦
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
、
史

上
最
年
少
で
優
勝
を
果
た
す
。
セ
バ
ス
テ
ィ

ア
ン・ヴ
ァ
イ
グ
レ
、
井
上
道
義
、
鈴
木
優
人
、

秋
山
和
慶
、
読
売
日
本
交
響
楽
団
、
東
京
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
、
京
都
市
交
響
楽

団
な
ど
と
共
演
。「
情
熱
大
陸
」「
題
名
の
な

い
音
楽
会
」「
徹
子
の
部
屋
」
な
ど
に
出
演
。

２
０
２
２
年
に
は
箏
奏
者
と
し
て
初
め
て
ブ

ル
ー
ノ
ー
ト
東
京
で
ラ
イ
ブ
を
開
催
。
ま
た
、

同
年SUM

M
ER SONIC

に
異
例
の
出
演
を

果
た
し
た
こ
と
で
も
話
題
を
集
め
た
。
出
光

音
楽
賞
、
神
奈
川
文
化
賞
未
来
賞
受
賞
。
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